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ソフトウェアの開発過程で蓄積される膨大なデータから有用な知見を導き出すための手法として，
ソフトウェアリポジトリマイニングが近年注目されている．しかしながら，新たな手法が多数提案さ
れるものの，ソフトウェア開発の現場に適用した事例はまだ多くない．本ワークショップでは，開発
現場への適用における課題について問題意識を共有するとともに，開発現場での適用を促すための手
法の体系化について議論したい．

Constructing a Systematic Classification of Software Repository
Mining Techniques toward Practical Use in Software Development
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Mining software repository (MSR) has been attracting many researchers and practitioners
as a promising approach to extract useful insights from a wealth of information sources auto-
matically accumulated in software development. While there already exist many techniques
in the field, they are not fully used for software development in practice. In this workshop, we
would like to discuss the challenges in applying MSR techniques to software development. We
also would like to try to construct a systematic classification of MSR techniques to helping
practitioners exploit the techniques in their development environment.

1. は じ め に

ソフトウェアリポジトリマイニングは，版管理シス

テムや不具合管理システムなどのソフトウェアリポ

ジトリに記録された膨大な開発履歴に対するデータ

マイニング手法を総称したもの⋆1である．ソフトウェ

ア開発の過程で自動的に記録されるデータを対象と

するためデータ収集コストが低く，かつ，複数のリポ

ジトリデータの組み合わせから新規性の高い有用な

知見の導出を期待できるため，専門の国際会議 MSR

(Mining Software Repository) が毎年 ICSE (Inter-

national Conference on Software Engineering) にて

併設開催されるなど，近年ソフトウェア工学の 1分野

として高い注目を集めている．

多数のMSR手法が提案され，また，多くの研究者

がその可能性について言及する1)–3) 一方で，MSR手

法をソフトウェア開発の現場に適用した事例はまだそ

れほど多くないのが実情である．その理由には以下の

ような課題が挙げられる4)．
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⋆1 以降では，MSR 手法と呼ぶ

( 1 ) データ抽出の困難さ：自動的に蓄積される開発

履歴データを対象とするため，データ収集の

コストはほとんどかからない．しかしながら，

データに含まれるノイズの除去，あるいは，異

なるシステム（例えば，CVS と Subversion）

からデータを抽出する際のデータ整合性の確保

など，MSR手法を適用するためには様々な前

処理を施す必要がある．現時点では実務者が容

易にMSR手法を適用するための環境やシステ

ムが十分に整備されているとは言い難い状況に

ある．

( 2 ) 手法の制約：MSR手法の多くは，単体のリポジ

トリを対象とするものであり，手法により導出

される知見には多くの制約条件がある．例えば，

ソースコードの変更時期とその理由を正確に知

るためには，版管理システムに蓄積された変更

時期や変更箇所だけではなく，不具合管理シス

テムやメーリングリストなどで議論された不具

合修正理由などを総合的に解析する必要がある

が，現時点では複数の種類のリポジトリデータ

を組み合わせて利用する手法は少ない．結果的

に，開発現場のニーズを十分に満たす手法がま



だ少ないものと思われる．

( 3 ) Approach-drivenな研究分野：MSR分野で提

案される手法の多くは，特定の種類のデータマ

イニング手法を特定の種類のリポジトリ（かつ，

ほとんどはオープンソースプロジェクトから収

集したもの）に適用することでその有用性が検

証されてきた．しがって，実際の開発現場に手

法を適用するためには，多数の手法の中から開

発現場のニーズを満たす妥当なものを選択し，

かつ，その手法が開発現場で利用しているリポ

ジトリに適用可能かどうかを検証する必要があ

り，実務者のMSR手法の利用を阻害する一因

となっている．

2. タスク・目的指向なMSR手法の体系化

先に挙げた課題のうち，(1)，(2)については様々な

取り組みがある．MASU (Metrics Assessment plu-

gin platform for Software Unit) は，プログラミン

グ言語の違いを意識せずに各種メトリクス計測を可能

にするためのソースコード解析基盤である．SO-MSR

(Service Oriented Framework for Mining Software

Repository)5) は，リポジトリ間のデータ形式の違い

を吸収するとともにマイニング手法の手順やノウハウ

を研究者間で共有するためのフレームワークである．

また，EPM6)は，CVS, GNATS, Mailmanの 3つの

システムを組み込み，種類の異なるリポジトリデータ

を横断的に利用して解析結果を提供するシステムであ

る．これらの枠組みやシステムは，ソフトウェア開発

現場でのMSR手法の適用を容易にするためのツール

として有用と考えられるが，(3)の課題から十分に活

用されていない状況にある．特に，既存のMSR手法

が (1)，(2) の問題を十分にクリアしないまま提案さ

れてきたため（どの手法が現場のニーズを確実に満た

すのかが不透明なため），どの手法を枠組みやツール

に実装すべきかの判断を難しくしているためである．

我々は現在，ソフトウェア開発現場でのタスクある

いは目的に沿ってMSR手法を分類し体系化すること

を試みている．前述に挙げた枠組みやツールを開発す

る研究者にとって有益なだけではなく，実務者が「ど

の工程や作業において， どのリポジトリに対するど

のMSR 手法の適用が，どのような知見をもたらす

のか」を一望でき，MSR手法の適用を促すことにつ

ながると期待している．本ワークショップでは，特に

開発現場でのMSR手法の適用を重視して，MSR手

法を体系化するために必要な観点や分類軸について議

論したい．
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